
序
章

明
日
を
ひ
ら
く
経
営

明
日
を
ひ
ら

く
経
営
.
1
1

第
一
章

経
営
管
理
者
の
果
た
す
べ
き
こ
と

経
営
者
=

判
断

し
決
定
す

る
人

・
ｓ

重
役
の
条
件
.
4
1

ポ
リ

シ
ー
.

メ
イ
キ
ン
グ
・
4
5

考
え
る
人
=

企
業

マ
ン
の
条
件
・
a

外
国

人
は
こ
う
見
て

い
る

こ

日
本
の
企
業

の
国
際
的
地
位
・
6
0

第
二
章

企
業
の
合
理
化
を
阻
む
も
の
は
何
か

日
本
人

の
思
考
・
6
7



年
功
序
列
主
義
と
能
力
主
義
・
7
0

な
ぜ
欧
米
に
お
く
れ
を
と
る
か
?
.
7
3

総
合
力
を
い
か
に
高
め
る
か
・
7
7

国
際
化
時
代
に
そ
な
え
て
.
8
1

模
倣
性
か
ら
創
造
性
へ
・
ｓ

産
業
の
二
重
構
造
・
8
9

産
業
再
編
成
と
企
業
経
営
・
Q

日
本
の
原
子
力
産
業
の
場
合
・
9
8

第
三
章

技
術
革
新
と
社
会
革
新

技
術
革
新
と
は
・
1
0
3

第
二
次
技
術
革
新
時
代
.
1
0
6



繁

栄
の
三
本
の
柱
・
m

技
術
革
新
の
原

理
.
1
1
3

危
険
性
負
担
の
方

法
.
1
1
7

国

際
会
議
の
利
用
.
1
2
7

長

期
的
に
み

た
技
術
.
1
3
1

開

放
経
済
下

の
問
題
点

ふ

第
四
章

創
造
的
破
壊
の
精
神

電
子
計
算
機
と
人
間

・
1
4
3

電

気
的
速
度
の
効
率

創

造
的
破
壊
の
精
神

コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン



専
門
学
の
利
用
法
・
1
5
7

電
子
計
算
機
と
経
営
管
理

ふ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
つ
い
て
・
1
6
8

新
し
い
技
術
者
像
.
1
7
4

第
五
章

工
業
技
術
教
育
の
あ
り
方

ア
メ
リ
カ
の
技
術
教
育
に
つ
い
て
・
1
8
1

西
欧
、
ソ
連
の
場
合
.

適
性
を
ひ
き
出
す
学
校
教
育
.
J

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
・
1
9
3

創
造
力
を
養
う
こ
と
・
1
9
8

私
の
や
っ
て
き
た
勉
強
の
仕
方
・
2
0
3



実
行
す
る
と
い
う
こ
と
.
2
1
0

転
機
に
立
つ
技
術
者
教
育

人
生
は
実
社
会
に
即
し
て
.
2
3
2

終
章

進
歩
を
つ
く
る
喜
び

進
歩
を
つ
く
る
喜
び

ふ

あ
と
が
き
・
2
6
7
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